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2010-2011 年度            国際会長   シッドＬ・スクラッグス三世               

                         モットー    「ＷＥ ＳＥＲＶＥ（われわれは奉仕する）」 
                             テーマ     「 希望の光 」 

                            ３３６－Ａ地区ガバナー      宇 高 昭 造             

                            スローガン   「明るく、やさしく、心をこめて ウィ・サーブ」 

                            キーワード   「 希 望 」 

                            西条ライオンズクラブ会長    徳 増 達 史             

                            スローガン   「ありがとう 50 年、友の絆でＷＥ ＳＥＲＶＥ」」 

                            キーワード   「 ＰＯＳＩＴＩＶＥ 」 



 

 

 

 

環境保全福祉委員長 伊藤 稔 

 

 ある例会の昼食時に早朝清掃奉仕の話が、ある委員の方から意見が出て、ごみのないところを 

清掃するより、人間の心のそうじをしたらどうか？という話が自然に出た。元気の出る話が聞き 

たい・・・と。それなら、話のできる人を探そうということになり、今回の外部卓話が実現しま 

した。神野ライオンからご紹介していただいた方が、また名士ということなれば、浅学な私です 

が、紅葉の名所しかしらないことでは、会話もできないと思いいろいろと調べました。西山興隆 

寺は、見事な紅葉の美しい２０年前の１１月頃に一度だけしか訪れたことしかなかったのでした。 

朝３時に起きて、お寺のご自宅近くまでお迎えに行き日の出 

前の周桑平野の灯りに心を打たれ待っていましたら元気な声で、 

「伊藤さんですか？」と。行く車の中で「桓武天皇（第５０代 

天皇。在位は、７８１年～８０６年）の勅願寺で古い歴史の時 

代から信仰を集めておられたんですね。」と言うと、「いやいや 

大化の改新の６４５年より前の６４２年からですね。」と。 

由緒あるお寺なのでした。通常１時間３０分の講演が、多いというお話でしたが、３５分間の時 

間に話をまとめておられました。 

８９歳の高齢にもかかわらず、元気をもらい、また、生きる勇気までいただき感謝感激の早朝 

 例会になりましたこと会長、執行部、事務局、各委員の皆さんのご協力のおかげと感じました。 

また、この日の出席率が、１００％達成（今期２度目）と聞き、実施して良かったと尚思いま 

 した。そして、この日にお亡くなりになりました寺田様に哀悼の意を表するとともに心よりご冥 

 福をお祈り致します。新人の私にもいろいろお声をかけていただき、改めて「ご指導ご鞭撻ありがと 

うございました。」と。今日一日会員全員が、出席できた日また、会員全員で外部卓話を聞けた日、 

すべてのことに「ありがとう」と。心の浄化ができた有意義な一日でした。 

 

 

 

 

 

  当クラブ後援の剣道練成大会が開催され、小学生から高校生までの剣士が日頃の鍛錬の成果を 
発揮し、白熱した熱戦が繰り広げられました。成績は以下の通りです。 

  
☆小学生１，２年男女個人  山内晶結（武徳殿） ☆小学生３，４年男子個人  山内雄生（武徳殿） 

 ☆小学生３，４年女子個人  田中千愛（武徳殿） ☆小学生５，６年男子個人  児玉桐梧（神戸） 

 ☆小学生５，６年女子個人  日野莉子（武徳殿） ☆中学生男子個人      日野健太（西条北） 

 ☆中学生女子個人      濱上 綾（長浜中） ☆高校生女子個人      丹下隼香（西条高） 

 

 

 

 

 

 

外部卓話   演題 「 “ありがとう” を根強く～よりよき社会性を目指して～ 」 
講師   西山興隆寺 名誉院家 大澤自聚 様 の講話を聞いて 

第４１回西条市青少年剣道練成大会 

日時：平成２２年１１月３日（水） 於～西条市西部体育館 



 
                           

                                   L．國田経仁 
残念ながら、人様にお見せできるような自慢な物がありませんので、今回は自慢話を書きたいと思 

います。 

  皆様には、記憶に新しいと思われますが、南アフリカで６月に行われた「ワールドカップ」で日本 

代表の一員として大活躍した長友選手の実家が同じ町内だということです。 

  千の風で一躍有名になったオペラ歌手の「秋川雅史さん」は、毎年伊曽乃の祭りには、西条へ帰っ 

てくるように、この長友君も毎年、年末年始には帰省して近所の市民グランドで練習しています。 

ちなみに、彼が中学生の時には、町内のだんじり（下町中）にはいつも担いでいたそうです。 

私は、そのころの長友君には記憶がなく残念です。 

ところで、なんといっても長友選手の素晴らしい所は、試合中フルに動き回れる持久力と小柄な 

がら、長身の外国選手に負けない「あたり」です。サッカーのことに少し知っている方なら試合中 

バックから相手のボールをとるとそのまま左サイドからいっきにかけ上がっていく姿は思い出す 

と今でも身震いがしませんか？ 

また、技・体力にもまして若年でありながらも紳士的な言動、どれをとっても 

尊敬に値する素晴らしい選手であると私は思います。私の子供達もサッカーを 

やっていますが、第二の長友を目指して日々、練習に励んでいます。 

 
 *********************************************************************************** 

          がんばれ秋山！がんばれ西条高校野球部      野間賢次郎 

 

  私事になりますが、本年度長男が在学しています西条高校の野球部保護者会長を、また、PTAで 

  は山本 L会長の下、副会長を務めさせていただいております。思い起こせば私も約３０年前に新 

居浜北中学校在学中、西条高校に憧れ、新居浜の高校からの熱心な勧誘を振り切り西条高校で３年 

間白球を追い続けました。皮肉にも最後の夏は地元新居浜の高校に敗れ、苦い思い出となりました 

がその後西条の女性と結婚し、西条の地に住み、ライオンズクラブにまで入会させていただき、 

ご縁のあった西条に「ありがとう」と伝えたいと思います。さて、話は変わりますが、皆様ご周知の

通り、阪神タイガースの秋山投手は昨年のペナントシリーズ後半で大

活躍をしました。入団１年目でのこの活躍を誰が予想したでしょうか。

久々の西条からのプロ野球選手、来年は更なる飛躍を、そして我々地

元応援団は勝っても、負けても応援し続けていきましょう。後輩の西

条高校野球部員達も偉大な先輩がいることを誇りにし、厳しい練習に

耐え、悔いのない気持ちで来年の３年生にとっては最後の夏を迎えて

ほしいと思います。野球ができることをまずは家族に感謝し、学校に

地域に「ありがとう」という気持ちを持って好きな野球に励んでくだ

さい。 
********************************************************************************** 

 

第３８回２R 親善ｽﾎﾟｰﾂ大会開催の御案内 

   

日時・・・・・２０１１年１月８日（土） 於～ビバスポルティア SAIJO 

   種目・・・・・レクレーションバレー（６人制） 

   今回も懲りずに「目指すは優勝！」の目標を持って、練習に励みましょう。 



 

              『 大 好 き な 了 さ ん を 偲 ん で  』 
                                         L．神野顕彰 

「了さん。そろそろフグの美味しい時期が来ました。一杯やりましょう。」 

今年の夏は、とんでもない暑さで海の水温も異常に上昇。その頃、了さんは 

いやな病気と悪戦苦闘。 

それでも１１月に入るとめっきりと冷えてきて、霊峰石鎚山は霧氷でまっ白、 

ひれ酒の香りがええ具合ですよ。 

人生は寂しく苦しいものです。人は願い、祈ります。自らの幸せや健康を、そして縁あるものの 

生命や社会の円満と幸せを・・・。けれどこの世は、なかなかその思いや祈りが届きません。 

図らずも了さんは、更にはっきりとそれを自らの生命で示してしまいました。 

   了さんは、父 広美さんと、母 ヤス子さんの三男として昭和２０年この世に誕生、終戦直後 

の私どもの想像を絶する苦難の時代を、ご両親の深い愛情と良き友に恵まれながら、ちょっと悪ガキ、

ちょっと不良で、曲がった事、弱い者いじめをする奴が大嫌いのええ男となりました。 

  そして、華奢だが辛抱強く、きっちりと家族を支え守ってくれる気くばり奥さんの春美さんと結ば 

れ二男二女の子宝にも恵まれました。 

しかし、決して妻や家族を愛す働き者の、善き夫、良き父ではなかったかもしれません。 

それは、そんなん人さんに見せたら恰好悪いぜよ。そんなん恥ずかしいわぁ・・・。と、いう了さ 

んのしわがれた声が聞こえるようです。 

多分、了さんの生涯で最も尊敬した人は、不慮の事故で片腕を失いながらも、日本ジスク工業株式 

会社を創立、弱き立場の人々を優先的に雇用し、しかも、その立場に甘えることなく、妥協を許さ 

ぬ厳しさをもって、良き製品の開発に没頭し、今日の基礎を築いた初代社長の父、広美様でありま 

しょう。又、もっともこの世で愛した人は、妻の春美さん、ヤス子お母さん。御子達やお孫さん。 

御家族のみなさん。そして、共に仕事に汗を流し立派に支えていただいた社員のみなさん。 

喜怒哀楽を共にしたご友人のみなさん、そのあり様を気にしつつ、誇りと愛着をもって接し育てて 

頂いた西条ライオンズクラブ会員諸兄のみなさん等々でしょう。了さんがお世話になった皆々さん。

聞こえますか？了さんの酔って歌う下手な唄「ギザギザハートの子守唄」・・・・が。 

   もうずいぶん以前の、ドンドン飲んでいた時代のある席で、「顕彰さん。あなたは女遊びが出来 

たらもっと素敵な男になるんやけどな～」の言葉が、もう遅いけど漸く解るような私となってしま 

いました。坊主に向かってよう言うな～、と受け流して聞いておりましたが、もっともっと人を好 

きになり愚かさや失敗、弱きものの心情を受け止められる人間になれよ・・・。っちゅう事なんで 

しょうね。 

  了さん、最後にお願いです。 

決して極楽に行かんといてください。了さんは、地獄に行って地獄で喘いでいるもんを助けてやって、

極楽へ行かしてください。私もそのうち行きますから、一緒にやりましょう。 

今一度、春の桜が満開の樹の下で、ひらひら散る花びらをうけながら奥さんの調えし天ぷらを拝領 

し酌み交わす酒の壱献。 

来春（らいはる）の楽しみとすることも適わず。 

只々 今は散りゆく紅葉に生命の常なきこと その美しさを思う・・・さびしき秋なり。 

了さん。ありがとう。そして、ごくろうさま。 

クラブ５０周年の会長のテーマは、今日のことを見透かしたごとく 

「ありがとう。」であります。みんなで心こめて「ありがとう」と言えるその日を楽しみにして 

下さい。そして、お見守りください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

     伊予銀行の女子ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙﾁｰﾑと撮影       満塁ﾎｰﾏｰで敢闘賞受賞の寺田さんを胴上げ 

    

                         ←1989年 10月、２R親善スポーツ大会 

（ソフトボール）で準優勝した時の写真です。 

選手の皆さんも皆凛々しく、当時４４歳の寺 

田さんはまだまだ若手、細身のイケメン、 

やんちゃそうな感じがうかがえますね。 

 

 

   

 

 

    1986年度第２６代藤田執行部幹事就任 

 

 

 

                      

↑1990年（平成２年）スリランカへ救援物 

資をコンテナ１台分送りました。 

 

       

 

 

 

 

 

           

   【 L．寺田了三ライオン歴 】   

 

 

 

 

 

 

1979年 10月クラブ入会（34歳） 
1986-1987   第 26代クラブ幹事 
1991-1992  第 31代クラブ会計 
1997-1998   第 37代クラブ会長 
2000-2001   ２R会員・会則委員 
2005-2006  第 45代クラブ会計 
2007-2008  ２R－４ZC 

了三さんと云えば、理事会にて上程議案の「根拠不足、真剣
味の薄弱な動機、目的意識の曖昧性」を許さず、正論を展開
する姿が思い出されます。故に我がクラブでは熟慮を重ねた
事業案の上程が必要となっています。姿は見られなくなって
も、真剣に事業案を考え、実行していく気質は脈々と我がク
ラブ内に引き継がれていくことで、了三さんの精神は生き続
けていきます。ありがとう了ちゃん、ゆっくりお休み下さい。
                    会長 徳増達史



【編集後記】                             

尖閣諸島での中国漁船の船長逮捕をめぐる日中間の緊張関係がやや沈静化したかと思ったら、北朝鮮

が韓国の大延坪島を砲撃して、兵のみならず民間人をも死傷させて韓朝間が一挙に緊張し、更に北朝鮮

に対する示威行動としてアメリカが原子力空母まで動員して黄海上で米韓合同演習を実施すると発表

し、これに北朝鮮のみならず中国も反発して米中間も険悪化するということで我が国周辺でにわかに、

きな臭い雰囲気が漂っている。紛争解決に武力行使が禁じられている我が国としてはひたすら関係諸国

による平和的解決を祈るしかないのであろうか。 

 それはさて置き、当クラブでは、いよいよ５０周年記念の諸事業に追い込みをかけねばならない時期

になっている。関係各委員会の役員、委員諸兄にはいっそうの奮闘をお願いしたい。 

 それと５０周年記念誌の編集のためにクラブの古い会員の懐かしい写真などありましたら編集委員

会に寄せて頂きたいと思います。これから寒さ厳しい時候になりますのでくれぐれも健康管理に注意さ

れるよう願っています。                      ＰＲ・広報委員会 加藤 茂

発行者 会 長  徳増達史 
    幹 事  福島 讓 
PR･広報委員長  近藤基弘 

編集委員  越智英明 ・ 加藤 茂 
      松浦 裕 ・ 原 育雄  

高木和幸 
例会日 第１･第３火曜日  
例会場 黒猫レストラン 
印 刷 西条ライオンズクラブ事務局 

 
  我々のスポンサークラブでもある「新居浜ライオンズクラブ」が５０周年を迎えられましたこと、心よりお慶び申し 

上げます。我々にとっても大変嬉しく、クラブより２０名の登録でお祝いいたしました。大きな周年事業や、 

式典等の進行、記念誌の作成、どれをとっても、翌年に５０周年を迎える我々にとっては、参考にさせていた 

だきたいことばかりでした。来る、西条 LC５０周年に向けて一同、身の引き締まる想いで帰路につきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          日時 ： ２０１０年１１月１２日（金）１９：００～ 

                                      会場 ： 華縁（はなえにし） 

 
 

 

  新メンバーの加入で、ますます勢いの増した「スポーツ同好会」。 

来年１月８日（土）に開催予定の「２R 親善 スポーツ大会」に向け 

て、レクバレーの練習も始まり、そのついでに「おっきな鉄板」を 

作っちゃいました。これは、今年の夏の家族会でメインに使われ 

た鉄板を参考にして、さらに利用しやすく改良をした、優れモノ 

です。まずは、スポーツ同好会で使い始めましたが、きっと西条 

LC の活動に、今後、あらゆる場所で頻繁に登場してくると思わ 

れます。皆さん、どんどん利用して下さいね。 

また、毎年、レクバレーの練習で我々の練習相手になってくれ 

ている「ミルキー」さんも交えて親睦を図りました。 
                                                                                   

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                                                     

 

 

                          

 

 

 

発行所  ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会 336Ａ地区 2Ｒ４Ｚ 
西条ライオンズクラブ     

事務局  〒793－0027                   
     西条市朔日市 779－８                 
     西条商工会館３F 
ＴＥＬ  （0897）56－3980 
ＦＡＸ  （0897）56－9251 
E－mail saijo-lc@abeam.ocn.ne.jp 

新居浜ライオンズクラブ結成５０周年記念式典に参加して 


